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【五つのしおり】
○ 気持ちのよいあいさつをします。
○ はっきり伝え合う言葉づかいをします。
○ 身の回りをきれいします。
○ 時間を守ります。
○ 自分の役割を果たします。

充実の二学期に向けて！
9月１日、長い夏休み中に様々な体験を積んだ笑顔一杯のミラノっ子たちが学校に戻って参りました。

一学期の終業式でお願いした｢夏休み中にチャレンジを！｣意識して生活してくれたのでしょう、にこに

こ元気な様子の中にもしっとりとした透明感が感じられるミラノっ子たちが勢揃いしました。大きな事

故や怪我等にあうことなく、１１名の新しい転入生と共に全校児童生徒６７名のすがすがしい二学期の

スタートを切ることができました。

始業式では、（１）夏休みモードから学校モードへ切り替えて欲しいこと。（２）２学期は、農場体験

学習、パスタ工場見学、ダビンチ博物館見学、バイオリン工房訪問、中学部進路学習会、全校写生大会、

学習発表会等々の学校行事に積極的にチャレンジして新しい発見験をして欲しいこと。そして、二学期

を充実させるために「本気とエンジン全開」で学校生活を送ってくれることを願って、詩人で書家の相

田みつおさんの詩を紹介しました。

「本気」 なんでもいいから 本気でやってごらん 本気でやれば たのしいから

本気でやれば つかれないから つかれても つかれが さわやかだから

アラーニャ登山にチャレンジしたとき、途中のつらさや疲れも登り切った時の達成感は爽やかさをだ

ったこと。足が痛くなり、もう歩けないと思ったでしょうが全員が登り切れたこと。歩いたのはあなた

たち自身なのです。相田さんはこんな詩も書いています。

「エンジン全開」 あのねえ 自分にエンジンを かけるのは 自分自身だからね

「本気」と「エンジン全開」でチャレンジして充実させて欲しいものです。とりわけ、進路決定を間

近に控えた中三生にとって｢自分にエンジンをかける｣のは｢今｣でしょう。本校の伝統は、歴代の最高学

年（中学部）がよい手本を示してくれていることです。この二学期はも、先頭に立ってミラノ日本人学

校をリードしてくれることを期待しております。

この一週間、花壇の草引きや石ころ拾い、中庭周辺の雑草を刈る子どもと先生の姿をよく見かけるよ

うになりました。たくさんの恵みをくれた野菜や楽しく過ごさせてくれた運動場への感謝の気持ちから

でしょうか。気持ちよく過ごせました一週間でした。二学期も、認めあい、励ましあい、伸びようとす

る子どもの育成を目指して参ります。

（1年）長田彩杜さん 山田真滉さん

（2年） 軽部 開さん

（3年）井上美羽さん 井村百合奈さん 松原周史さん

（4年）長田暖斗さん 軽部 航さん 中嶋陵賀さん

（6年）井村奈津美さん 山田丞真さん

今夏は、収穫野菜を （紹介）10日(水) 先生方による １日(月) 歓迎式･始業式･保護者全体会

沢山お裾分けできました。 ｢夏休み作品発表会？？？｣ ２日(火) 保護者学級委員会

先生方が、校内研究の一環とし ５日(金) 身体測定（１～４年）

てミラノの歴史・文化を知りたい ８日(月) 委員会活動

と、この夏に取り組まれた成果を １０日(水) 先生方による｢夏休み作品発表会｣（昼休み）

子ども達に聞いてもらおうと企画 １１日(木) 着任式、先生方による｢夏休み作品発表｣（昼休み）

された会です。今回は、高学年部 １２日(金) アクションの日･安全点検日

先生2人の発表です。ご期待を！ 身体測定（小５～中3）


